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医
師
不
足
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書

大
学
病
院
の
医
師
不
足
、
地
方
病
院
か
ら
の
医
師
の
引
き
揚
げ
、
産
科
、
小
児
科
の
医
師
不
足
に
拍
車
が
か
か
り
、
離
島
、

へ
き
地
に
お
け
る
医
療
の
過
疎
化
は
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
。
医
師
不
足
に
よ
る
病
院
等
の
廃
院
や
診
療
科
の
閉
鎖
が
相
次
ぎ

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

国
に
お
い
て
は
、
医
師
不
足
は
何
故
起
こ
っ
た
の
か
、
医
師
不
足
に
よ
る
病
院
医
療
を
疲
弊
さ
せ
て
い
る
こ
れ
ら
の
問
題
の

本
質
的
な
原
因
は
何
か
、
そ
も
そ
も
日
本
の
医
療
の
方
向
性
に
誤
り
は
な
い
の
か
、
そ
の
原
因
の
究
明
と
検
証
と
根
本
的
な
対

策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
し
た
い
。

一

医
師
の
勤
務
実
態
に
関
す
る
質
問

�

北
海
道
大
学
が
、
二
〇
〇
四
年
に
行
っ
た
道
内
の
三
〇
病
院
を
対
象
と
し
た
調
査
で
は
、
産
科
医
の
年
間
当
直
回
数
は

平
均
一
二
三
回
、
宿
直
明
け
の
休
み
を
取
る
病
院
は
ゼ
ロ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
規
模
の
小
さ
い
病
院
や
地
理

的
条
件
が
悪
く
医
師
の
少
な
い
病
院
の
現
状
は
も
っ
と
過
酷
で
あ
る
。

ま
た
、
社
団
法
人
日
本
病
院
会
の
「
勤
務
医
に
関
す
る
意
識
調
査
」
で
は
、
病
院
に
勤
務
す
る
医
師
の
九
六
パ
ー
セ
ン

一



ト
が
法
定
時
間
の
週
四
〇
時
間
を
超
え
て
働
い
て
い
る
過
酷
な
労
働
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
同
調
査
で
は
、
週

四
八
時
間
以
上
働
い
て
い
る
医
師
は
七
割
で
、
週
五
六
時
間
以
上
働
い
て
い
る
医
師
は
四
割
を
超
え
て
い
る
。
夜
間
当
直

を
す
る
医
師
は
七
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
月
三
回
か
ら
四
回
が
四
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
五
回
以
上
は
一
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う

結
果
で
あ
る
。

医
師
の
七
割
以
上
が
「
過
剰
な
業
務
の
た
め
に
慢
性
的
に
疲
労
し
て
い
る
」
、
六
割
以
上
が
「
患
者
が
多
く
一
人
あ
た

り
の
診
療
時
間
、
密
度
が
不
足
が
ち
」
と
答
え
て
い
る
。
し
か
も
多
く
の
医
師
は
、
医
療
ミ
ス
の
原
因
と
し
て
「
慢
性
的

疲
労
」
を
挙
げ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
調
査
は
、
全
国
二
五
三
五
病
院
を
対
象
に
行
い
、
五
三
六
病
院
の
五
六
三
五
人
の
医
師
か
ら
回
答
を
得
て
ま
と
め

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

更
に
、
日
本
医
労
連
が
、
二
五
都
道
府
県
の
一
五
〇
の
医
療
機
関
を
対
象
に
行
っ
た
調
査
で
は
、
勤
務
医
の
九
五
・
八

パ
ー
セ
ン
ト
が
、
月
に
三
回
八
時
間
勤
務
に
続
い
て
一
六
時
間
の
宿
直
勤
務
を
経
て
、
更
に
通
常
の
勤
務
に
入
る
三
二
時

間
勤
務
に
あ
る
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

週
の
勤
務
時
間
は
六
五
時
間
以
上
が
三
二
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
三
分
の
一
に
達
し
、
休
日
を
入
れ
ず
に
続
け
て
勤
務
す

二



る
日
数
の
平
均
は
一
九
・
五
日
で
、
睡
眠
時
間
も
休
み
も
と
れ
な
い
「
超
長
時
間
労
働
」
が
常
態
化
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
勤
務
医
の
過
酷
な
労
働
実
態
に
対
す
る
政
府
の
見
解
を
問
う
。

�

日
本
の
医
療
は
、
医
師
数
が
少
な
い
な
か
で
、
医
師
を
は
じ
め
医
療
従
事
者
の
使
命
感
と
「
犠
牲
的
献
身
」
、
過
重
・

過
酷
な
勤
務
に
よ
り
担
わ
れ
て
お
り
、
小
児
科
、
産
科
等
の
深
刻
な
医
師
不
足
の
原
因
に
も
な
っ
て
い
る
。
勤
務
医
の
勤

務
体
制
に
つ
い
て
は
、
�
時
間
外
労
働
を
含
め
一
日
の
労
働
時
間
が
長
過
ぎ
る
�
宿
日
直
の
多
さ
と
宿
直
前
後
の
勤
務
、

仮
眠
も
と
れ
な
い
宿
日
直
と
は
言
え
な
い
労
働
実
態
�
「
オ
ン
コ
ー
ル
」
や
「
呼
び
出
し
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
「
拘
束
」

「
当
番
」
体
制
で
あ
る
�
毎
日
の
休
憩
時
間
や
休
日
、
年
休
な
ど
の
休
み
が
と
れ
な
い
と
の
指
摘
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
す

る
政
府
の
見
解
を
問
う
。

�

各
種
の
調
査
結
果
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
大
学
病
院
を
は
じ
め
と
す
る
病
院
の
勤
務
医
は
、
過
労
死
寸
前
の
過
酷
な
労

働
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
医
療
の
進
歩
、
高
度
化
に
伴
う
業
務
量
の
増
大
に
応
じ
て

医
師
の
養
成
増
を
早
急
に
行
い
、
勤
務
医
を
増
や
し
労
働
時
間
、
勤
務
条
件
の
改
善
を
図
り
医
師
の
業
務
の
負
担
を
軽
減

す
る
と
と
も
に
、
医
療
安
全
の
確
保
の
観
点
か
ら
も
労
働
環
境
を
整
備
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

特
に
労
働
時
間
に
つ
い
て
は
、
週
四
八
時
間
、
更
に
は
週
四
〇
時
間
の
労
働
時
間
を
保
障
で
き
る
体
制
を
確
立
す
る
こ

三



と
が
緊
急
の
課
題
で
は
な
い
の
か
。
併
せ
て
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

�

厚
生
労
働
省
が
二
〇
〇
五
年
一
一
月
に
行
っ
た
勤
務
医
師
の
労
働
状
況
調
査
で
は
、
病
院
常
勤
医
師
の
週
平
均
労
働
時

間
は
、
六
三
・
三
時
間
で
最
大
一
五
二
・
五
時
間
、
う
ち
男
性
医
師
は
、
六
三
・
八
時
間
、
女
性
医
師
六
〇
・
六
時
間

で
、
有
床
診
療
所
医
師
は
五
四
・
四
時
間
、
無
床
診
療
所
医
師
は
五
〇
時
間
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
小
児
科
医
一
〇
名
以

上
を
有
す
る
小
児
科
拠
点
病
院
二
七
病
院
の
調
査
で
は
、
時
間
外
勤
務
は
月
七
〇
時
間
、
最
大
二
〇
〇
時
間
、
宿
直
、
夜

勤
は
平
均
四
・
五
回
で
、
最
大
月
一
〇
回
と
な
っ
て
い
る
。
勤
務
医
師
の
労
働
実
態
を
改
善
す
る
た
め
に
は
継
続
的
な
労

働
状
況
調
査
を
行
い
、
対
策
を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
今
後
の
実
態
調
査
の
予
定
に
つ
い
て
示
さ
れ
た

い
。

�

大
学
病
院
を
は
じ
め
と
す
る
病
院
の
勤
務
医
師
の
週
平
均
の
労
働
時
間
、
宿
直
回
数
、
休
日
の
取
得
状
況
な
ど
の
労
働

実
態
調
査
を
実
施
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
最
新
の
調
査
結
果
を
詳
細
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
更
に
そ
の
中
で
、
小
児
科
医

及
び
産
科
医
の
労
働
実
態
に
つ
い
て
も
、
併
せ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

小
児
科
医
及
び
産
科
医
不
足
の
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
が
、
厚
生
労
働
省
の
調
査
に
お
い
て
、
勤
務
医
の
小
児
科
医

及
び
産
科
医
数
（
常
勤
医
師
・
非
常
勤
医
師
）
は
、
五
年
前
、
一
〇
年
前
と
比
べ
て
現
在
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い

四



る
の
か
、
そ
の
実
態
を
都
道
府
県
別
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

病
院
及
び
診
療
所
に
お
け
る
小
児
科
及
び
産
科
の
閉
鎖
並
び
に
休
止
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
厚
生

労
働
省
の
調
査
に
お
い
て
、
現
在
、
閉
鎖
・
休
止
の
状
況
が
五
年
前
、
一
〇
年
前
と
比
べ
て
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
、
都
道
府
県
別
（
病
院
及
び
診
療
所
）
に
そ
の
件
数
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

小
児
科
及
び
産
科
医
の
不
足
並
び
に
病
院
及
び
診
療
所
の
閉
鎖
、
休
止
の
原
因
に
つ
い
て
、
政
府
の
認
識
を
詳
細
に
伺

い
た
い
。

二

医
師
の
需
給
見
通
し
に
関
す
る
質
問

�

日
本
は
、
医
療
施
設
で
実
際
に
働
く
医
師
数
は
約
二
五
万
九
千
人
で
、
人
口
一
〇
〇
〇
人
当
た
り
で
二
�
〇
人
、
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
加
盟
国
三
〇
カ
国
の
な
か
で
、
二
七
位
と
い
う
水
準
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
と
比
べ
て
一
八
万
人
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
平
均
と
比
較
し
て
も
一
四
万
人
も
医
師
が
少
な
い
。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
の
平
均
医
師
数
は
人
口
一
〇
万
人
当
た
り
で
み
る
と
二
九
〇
人
な
の
に
、
二
〇
〇
四
年
の
日
本
の
平

均
医
師
数
は
二
一
一
人
で
あ
る
。
都
道
府
県
別
で
み
て
も
、
最
も
多
い
と
こ
ろ
で
徳
島
県
の
二
八
二
人
、
最
低
は
埼
玉
県

の
一
三
四
人
で
あ
る
。
千
葉
、
茨
城
県
は
一
五
〇
人
台
、
神
奈
川
、
岐
阜
、
静
岡
、
新
潟
、
福
島
、
青
森
、
岩
手
県
は
一

五



七
〇
人
台
で
あ
る
。

厚
生
労
働
省
の
調
査
で
も
、
常
勤
の
医
師
が
医
療
法
に
基
づ
く
配
置
基
準
を
満
た
し
て
い
る
病
院
は
三
五
パ
ー
セ
ン
ト

に
過
ぎ
な
い
。

政
府
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
と
比
べ
て
、
「
国
土
の
規
模
、
医
療
提
供
体
制
の
仕
組
み
が
異
な
る
」
旨
を
述
べ
、
医
師
数

の
み
で
は
測
れ
な
い
と
言
う
。
し
か
し
、
諸
国
と
の
医
療
提
供
体
制
等
の
事
情
が
異
な
る
と
は
言
え
、
先
進
国
の
な
か
で

日
本
の
医
師
数
が
少
な
い
と
い
う
の
は
現
実
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
政
府
は
、
医
師
が
毎
年
三
五
〇
〇
人
か
ら
四
〇

〇
〇
人
増
加
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
で
十
分
だ
と
い
う
理
由
と
根
拠
は
何
か
。

�

「
医
師
の
需
給
に
関
す
る
検
討
会
報
告
書
」
（
二
〇
〇
六
年
七
月
）
に
よ
れ
ば
、
「
平
成
三
四
年
（
二
〇
二
二
年
）
に

需
要
と
供
給
が
均
衡
し
、
マ
ク
ロ
的
に
は
必
要
な
医
師
数
は
供
給
さ
れ
る
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
」
と
の
見
通
し
を
述
べ

て
い
る
。
二
〇
二
二
年
に
「
均
衡
」
に
達
す
る
と
の
理
由
と
根
拠
を
詳
細
に
説
明
さ
れ
た
い
。

�

政
府
は
二
〇
二
二
年
に
は
需
給
が
「
均
衡
」
に
達
す
る
の
で
、
現
在
、
医
師
が
不
足
し
て
い
て
も
医
師
の
数
を
、
こ
れ

以
上
増
や
す
必
要
が
な
い
と
い
う
認
識
な
の
か
。

�

医
師
の
不
足
数
に
つ
い
て
は
、
調
査
に
基
づ
く
推
計
に
よ
る
将
来
の
医
師
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
医

六



師
の
過
酷
、
過
重
な
勤
務
実
態
調
査
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
医
師
の
勤
務
を
週
四
八
時
間
、
更
に
は
四
〇
時
間
体
制
に

し
た
場
合
の
不
足
数
も
含
め
て
、
病
院
等
か
ら
あ
げ
ら
れ
た
も
の
を
積
み
上
げ
て
算
出
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

�

当
該
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
一
六
万
四
千
人
の
医
師
に
つ
い
て
、
診
察
時
間
の
み
な
ら
ず
休
憩
時
間
や
自
己
研
修
、
研
究

と
い
っ
た
時
間
も
含
む
医
療
施
設
に
滞
在
す
る
時
間
全
て
を
労
働
時
間
と
考
え
、
こ
れ
を
週
四
八
時
間
ま
で
短
縮
す
る

と
、
医
師
の
不
足
は
五
万
五
千
人
に
な
る
と
推
計
し
て
い
る
。
こ
れ
を
週
四
〇
時
間
に
短
縮
す
る
と
、
医
師
の
不
足
は
何

人
か
。

�

大
学
病
院
を
は
じ
め
病
院
に
勤
務
す
る
一
六
万
四
千
人
の
医
師
が
、
仮
に
診
察
を
行
っ
て
い
る
時
間
の
み
を
労
働
時
間

と
し
た
場
合
、
こ
れ
を
週
四
八
時
間
に
短
縮
す
る
と
、
医
師
の
不
足
は
何
人
か
。
ま
た
、
週
四
〇
時
間
に
短
縮
す
る
と
、

医
師
の
不
足
は
何
人
に
な
る
の
か
。

三

医
師
不
足
の
原
因
に
関
す
る
質
問

�

政
府
は
、
医
師
不
足
の
原
因
が
医
師
の
「
偏
在
」
に
あ
る
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
る
が
、
「
偏
在
」
だ
と
い
う
こ
と

の
理
由
と
根
拠
を
詳
細
に
説
明
さ
れ
た
い
。

�

政
府
は
、
医
師
不
足
の
原
因
が
「
偏
在
」
に
あ
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
「
偏
在
」
に
係
る
一
定

七



の
基
準
を
基
に
し
て
、
そ
れ
を
満
た
し
て
い
る
地
域
、
そ
う
で
な
い
地
域
を
区
分
し
て
い
る
と
考
え
る
が
、
そ
の
基
準
を

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

政
府
は
、
医
師
不
足
の
原
因
が
「
偏
在
」
に
あ
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
「
偏
在
」
の
実
態
を
地
域
毎
に
具
体
的
に
示

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
す
な
わ
ち
、
�
で
言
う
基
準
を
満
た
し
て
い
る
地
域
は
ど
こ
か
、
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
地
域

は
ど
こ
な
の
か
を
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
別
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

一
九
九
七
年
六
月
に
閣
議
決
定
し
た
「
財
政
構
造
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
」
で
は
、
「
医
療
に
つ
い
て
は
、
国
民
医
療

費
の
伸
び
を
国
民
所
得
の
伸
び
の
範
囲
内
と
す
る
と
の
基
本
方
針
を
堅
持
し
、
今
後
、
医
療
提
供
体
制
及
び
医
療
保
険
制

度
の
両
面
に
わ
た
る
抜
本
的
構
造
改
革
を
総
合
的
か
つ
段
階
的
に
実
施
す
る
」
と
し
、
そ
の
上
で
、
「
医
療
提
供
体
制
に

つ
い
て
、
大
学
医
学
部
の
整
理
・
合
理
化
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
引
き
続
き
、
医
学
部
定
員
の
削
減
に
取
り
組
む
」
と
述

べ
て
い
る
。
か
か
る
政
府
の
決
定
に
医
師
不
足
の
根
本
原
因
が
あ
る
。
各
種
調
査
結
果
か
ら
見
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

医
師
不
足
の
本
質
的
原
因
は
、
も
は
や
政
府
の
言
う
よ
う
に
医
師
の
「
偏
在
」
で
は
な
く
、
医
師
の
絶
対
数
の
不
足
に
あ

り
、
医
師
を
増
や
す
し
か
解
決
の
方
途
は
な
い
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。

四

新
医
師
確
保
総
合
対
策
に
関
す
る
質
問
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�

政
府
は
、
医
師
の
不
足
を
「
偏
在
」
に
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
医
師
の
「
偏
在
」
を
ど
の
よ
う
な
対
策
で
解
決
す
る
の

か
明
確
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
政
府
は
平
成
一
八
年
八
月
三
一
日
に
新
医
師
確
保
総
合
対
策
を
発
表
し
た
。
こ
の
対
策
に

よ
っ
て
、
医
師
の
「
偏
在
」
は
根
本
的
に
解
決
す
る
と
考
え
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
新
医
師
確
保
総
合
対
策
の
基
本
的
な

考
え
方
も
併
せ
て
伺
い
た
い
。

�

新
医
師
確
保
総
合
対
策
の
な
か
で
、
特
に
重
要
視
し
緊
急
に
取
り
組
む
対
策
と
し
て
「
小
児
科
・
産
科
を
は
じ
め
急
性

期
の
医
療
を
チ
ー
ム
で
担
う
拠
点
病
院
づ
く
り
」
を
打
ち
出
し
、
そ
の
た
め
に
都
道
府
県
で
の
病
院
の
集
約
化
・
重
点
化

を
一
層
推
進
す
る
と
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
同
対
策
に
基
づ
き
都
道
府
県
に
お
い
て
集
約
化
・
重
点
化
計
画
の
策
定
及
び
集
約
化
・
重
点
化
が
現
に
進
め

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
す
で
に
集
約
化
・
重
点
化
が
完
了
し
た
と
こ
ろ
な
ど
進
捗
状
況
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
（
都
道
府

県
別
）
。

�

す
で
に
拠
点
病
院
を
中
心
に
集
約
化
・
重
点
化
し
た
地
域
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
地
域
で
は
、
小
児
科
医
、
産
科
医

を
は
じ
め
と
す
る
医
師
不
足
問
題
は
解
消
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
実
例
を
紹
介
さ
れ
た
い
。

�

新
医
師
確
保
総
合
対
策
は
、
あ
く
ま
で
緊
急
対
策
で
小
児
科
医
及
び
産
科
医
を
は
じ
め
と
す
る
医
師
不
足
問
題
を
根
本

九



的
に
解
決
す
る
も
の
で
は
な
い
。
政
府
は
、
小
児
科
、
産
科
を
は
じ
め
と
す
る
医
師
不
足
を
解
決
す
る
た
め
に
、
緊
急
対

策
と
と
も
に
ど
の
よ
う
な
抜
本
的
な
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

�

新
医
師
確
保
総
合
対
策
を
進
め
る
場
合
、
国
が
、
都
道
府
県
や
医
師
会
等
と
緊
密
に
連
携
し
地
域
の
実
状
を
踏
ま
え
て

主
導
的
に
実
施
し
て
い
か
な
け
れ
ば
進
展
し
な
い
の
で
は
な
い
か
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

右
質
問
す
る
。

一
〇


